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　1970年7月9日から同12日にかけて、琉球政府出入管理庁が尖閣諸

島不法入域者に対する警告板を設置した際に提出された復命書。警告

板設置状況及び不法入域台湾人（密漁・上陸および沈船解体等）への

取締状況を報告。

資料概要 内容見本

復命書

　1970年7月7日　不法入域防止用警告板の設置

立会及び不法入域者の取締のため、尖閣列島へ出張

しましたので、その概要をつぎのとおり復命します。

　1970年7月24日　出入管理庁警備課課長比嘉健

次　

　１．出張年月日　1970年7月7日から（10日間）16日

まで　

　２．出張先　尖閣列島（(1)魚釣島．(2)南小島．(3)

北小島．(4)黄尾嶼．(5)赤尾嶼）　

　３．概要

1970年（昭和45年）7月24日
復命書

　尖閣諸島における不法入域者への

実効的な対策として、USCAR（米国民

政府）は、1968年（昭和43年）9月3日

付の琉球政府行政主席あて書簡で、同

諸島に立入る為には入域許可が必要

なことを知らせる警告板の各島への掲

示を提案し行政主席も賛同の回答を

返書した。

　その後、警告板の設置は、1970年

（昭和45年）7月、出入管理庁監督のも

と実施された。この資料は、設置業務に

従事した琉球政府建設局八重山建設

事務所職員の回想録である。

　警告板の設置場所、現場作業にあ

たっての修正点や碇泊場所など、具体

的な状況がうかがえる。

（略）

　1970年7月8日午後9時、石垣港で待機停泊中の第3白洋丸で出入管理庁・建設事務

所施工業者、白洋丸乗組員を集めて管理庁の課長より同地域の特殊事情等の説明があ

り、（略）翌日（略）同（午前）7時30分魚釣島の西側到着、同島北西をまわり島のほぼ中

央北に投錨した。

9時30分より島に上陸して設置場所の調査にとりかかり午前12時30分より午後4時20

分までに第1回目の板を設置した。その間N君と私は北小島と南小島の調査を午後7時

30分まで位置選定した。翌日午前中は沖北岩（ママ）と沖南岩（ママ）の調査に当ったが

到底資機材等の陸上げが出来る状態ではなかったので管理庁に説明して、両岩分は魚

釣島と南小島に増設することにした。当日は午前中北小島、午後南小島に設置して沖南

岩の取消分を設置するのに午後7時30分までかかった。

（略）

7月11日午前8時10分北小島を発ち同10時久場島に到着したら台湾人等が座礁船の

解体作業中であったので管理庁と一緒にいき説明をした。午後3時までに久場島設置を

完了して魚釣島にたち沖北岩取消分の設置のため上陸したら台湾人魚師が水扱（ママ）

みに来たので管理庁の課長が警告文の意味判明を確かめたところ、1人は解っているよ

うで他に説明していた。（略）

資料概要 内容見本

警告板設置時の回想録

（1）-①尖閣諸島における警告板設置に関する資料時代区分Ⅴ

警告板設置の際の出張復命書（琉球政府出入管理庁）

（1）-①尖閣諸島における警告板設置に関する資料時代区分Ⅴ
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